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最初に日本が写真にうつされたのは、開国直後の19世紀中頃、外国人のために外国人によっ
てでした。それ以来、桜は日本を象徴するモチーフとして撮影され続けています。
なぜこれほどまでに桜は日本のイメージとして広まっているのでしょうか？

問い合わせ先
九州大学附属図書館 
芸術工学図書館 情報サービス係

（未来共生デザイン部門准教授）

サイエンス・プランターとは
九州大学芸術工学図書館が開催しているサイエンスカ
フェ形式の気軽な雰囲気のセミナーです。芸工の教員
や学生が行っている研究を紹介し、新たな興味の「芽」
を育むことをコンセプトとしています。

写真に撮られた日本

２０２５年１０月１０日（金）　１７：００-１８：００

TEL: 092-553-9490     
E-mail: tgsabisu@jimu.kyushu-u.ac.jp

１９世紀から現在まで、桜にかさねるイメージ

葛飾北斎筆《勝景雪月花・攝津　桜の宮花》19世紀　東京国立博物館所蔵   出典：「ColBase」（https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-10569-4618?locale=ja）を加工して作成


